口述試験詳細
試験官３名　１５分程度（各５分程度）

　真ん中（一番年配の方）の試験官が全般的なこと、向かって右側（コンサルタントの方か？）がコンサルタントの仕事、左側（一番若い厚生労働省の方か？）が用語や法律について質問をされた。（現場の人間でないことへの不信感があったようだ。）以下、（中）、（右）、（左）と記載する。

（中）
Ｑ）なぜ、この試験を受験したのですか？

Ａ）職場で労働安全関係の仕事をしています。その中で安全の重要さを感じていました。先輩の技術士からこの資格のことを教えていただいて、知識の整理もかねて受験しました。

Ｑ）開業するつもりはありますか？
Ａ）勤めていますので開業は出来ませんが、今後勉強を続けて、退職後は開業したいと思っています。

（右）

　Ｑ）改善計画書はどうやって作りますか？

Ａ）この試験を勉強している中にはありませんでした。合格して登録後にＣＰＤの一環として秋口に講習会があると聞いていますので、そこで勉強したいと思っています。（労働安全コンサルタント会のホームページで知っていたので答えた。）

Ｑ）ラインとスタッフの安全管理の仕方の違いはどんなものですか？
Ａ）ラインは現場状況が十分把握出来るというメリットがありますが、その一方、今の状況が当たり前という状況になりやすく、甘くなりやすいと考えます。それに対して、スタッフは現場状況には疎いこともありえますが、客観的に判断しやすいというメリットがあると思います。

（左）

　Ｑ）統括管理とはどういうことをするのですか。
　Ａ）・・・。＜忘れてしまった。＞ど忘れしました。今後しっかり勉強します。（土木なので聞かれたと思われる。もともと、小さい仕事しかしたことが無く、総括管理も統括管理も関係なかったので、しっかり覚えていなかった。）
　Ｑ）リスクとハザードの違いは何ですか？
　Ａ）リスクは、ハザードに確率を掛けた概念だったと思います。（数年前の技術士総合技術監理部門受験でうろ覚えで覚えていたような･･･。）
　Ｑ）バックホーにアタッチメントを付けたら、吊り上げはできますか？

　Ａ）クレーンが使えないなどの一定の条件を満たせば、目的外使用は可能です。（事故が多いためよく認識していた。）
Ｑ）アタッチメントはどうやって付けるのか知っていますか。

Ａ）単に溶接しただけでは安全性が保てませんので、その機械を作った工場などで取り付ける必要があります。

　Ｑ）リスクアセスメントとKYの違いを説明して下さい。
　Ａ)リスクアセスメントはリスクを分析することで、ＫＹは危険予知であり、分析を含む場合もありますが、一般には分析を含んでいません。（これも技術士総監部門で勉強していた。）
（右）

Ｑ）改善計画を作る時にはどんなことに留意しますか？

Ａ）よく分かりませんが、企業の安全に関する体質を把握する必要があると思います。そのために、社長や現場の責任者、現場の人にヒアリングすべきと考えます。

（左）

　Ｑ）再度お尋ねしますが、統括安全管理で行うことを教えて下さい。
　Ａ）すいません。総括管理と統括管理のどちらがどちらか分からなくなっています。

　※ここまでで、これは落ちたと思った管理人でした。結果、合格したのでよかったです。
（参考）

リスクアセスメントは災害防止対策のための予防的手段であり、従来の災害後の事後対策と異なるといわれる。ＫＹＴやＫＹＫも予防的手段だが、リスクアセスメントはリスクを網羅的に抽出し、優先度を付けて対策を実施することで、安全管理の質の向上を図ることを目的としている。 
　リスクとはハザードと暴露との論理積である。（環境関係ではこれが一般的な定義である。）ハザードはそのものの持つ危険源のことを言い。暴露とはハザードと接触する可能性を言う。
